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研究成果の概要（和文）：　本研究の結果，自動車の自動運転技術による自動車線変更においては，車体設計に
起因する応答遅れ，ロール角度，ロール角速度によって乗り物酔いが生じやすくなる可能性があることが示され
たといえる．しかし，自動運転車両の車線変更に関する事前告知に振動を用いた際，事前告知なしが事前告知あ
りの他条件よりも明らかに乗り物酔いが小さい結果となった．そのため，自動運転車両の運動制御を振動で事前
に告知する際には，搭乗者の乗り物酔いにつながる影響を考える必要があると考えられる．

研究成果の概要（英文）：As a result of this research, it can be said that motion sickness may easily
 occur depending on the response delay, roll angle, and roll angular velocity caused by the vehicle 
body design when changing the lane by the automatic driving technology of the car. However, when 
vibration was used to give advance notice of lane changes in autonomous vehicles, motion sickness 
was clearly smaller with no prior notice than with other conditions with prior notice. Therefore, 
when announcing the motion control of an autonomous vehicle in advance by vibration, it is necessary
 to consider the effect that leads to motion sickness of the passenger.
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研究成果の学術的意義や社会的意義
【学術的な意義】車線変更時の乗り物酔いを引き起こすロール運動の角速度と最大角度，視覚情報と体感情報の
時間差の目安を示した．また，自動運転車両の事前告知にシート座面の振動を提示することはかえって乗り物酔
いを引き起こす知見が得られた．
【社会的な意義】完全自動運転車両の実現に向けて，車両運動性能とインターフェイスの提示方法に関する目標
値を示すことで，新たなモビリティの開発が活発になると考えられる．

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
自動運転技術を搭載した自動車が世界的に普及する過渡期において、ドライバーが他の乗員
と同様に、常に車両挙動に対して受動的となり乗り物酔いが生じやすくなる可能性がある。一方、
計器類の視覚情報で事前告知する手段が考えらえるが、視覚情報はドライバーの脇見を誘発す
る懸念があり、触覚のように脇見を誘発しにくい手段を用いることが重要である。 
 
２．研究の目的 
 本研究では、ドライバーに自動運転制御の意図を振動で告知することで、乗り物酔いを低減す
る効果を有する新技術の確立を目的とする。 
 
３．研究の方法 
本研究は 2 ステップに分けて取り組む。①ドライビングシミュレータ(DS)を用いた自動運転
における乗り物酔い要因の特定、②自動運転制御の事前告知に対する振動提示方法の検討 
 
４．研究成果 
４．１ 実験①の結果 
 角速度，最大角度，応答遅れ時間の SSQ の結果をそれぞれ Fig.1，Fig.2，Fig.3 に示す． 
角速度のみを変化させた場合は，ふらつき感および吐き気はともに角速度が 2[deg./sec.]と
3[deg./sec.]の際にピークとなる傾向があることが得られた．最大角度のみを変化させた場合，
小さい角度変化であれば乗り物酔いはほとんど変化しないが，最大角度が 0.85[deg.]をこえる
と乗り物酔いが発生するといった結果が得られた．応答遅れ時間を変化させた場合，吐き気は
0.3[sec.]をこえると増加するといった結果が得られた． 

 

Fig.1 SSQ Score of Experiment① Pattern 1 

 

Fig.2 SSQ Score of Experiment① Pattern 2 

 

Fig.3 SSQ Score of Experiment① Pattern 3 

４．２．実験②の結果 



SSQ の結果を Fig.4 に示す．事前告知なしのほうが事前告知ありの他の条件よりも SSQ のス
コアが小さい値となった．事前通知のタイミングは 3秒前がちょうどいいに一番近い値となっ
た． 

 

Fig.4 SSQ Score of Experiment② 

 
４．３ 考察とまとめ 
自動車の自動運転技術による自動車線変更において，車体設計に起因する応答遅れ，ロール角
度，ロール角速度によって乗り物酔いが生じやすくなる可能性があることが示されたといえる．
自動運転技術を適用する際の車体設計においては，車線変更場面においてロール運動の角速度
は 2[deg./sec.]ならびに 3[deg./sec.]を避け，最大角度は 0.85[deg.]以内，視覚的な変化と体
感の差を 0.3[sec.]以内にすることが設計の目安になるものと考えられる．実験②より，自動運
転車における車両挙動の事前告知タイミングとして，3秒前が適切であることが示された． 
しかし，実験②で自動運転車両の車線変更に関する事前告知に振動を用いた際，事前告知なし
が事前告知ありの他条件よりも明らかに乗り物酔いが小さい結果となった．ドライバーにとっ
ては事前告知を行うことで車両挙動の発生タイミングを予測しやすくなることから，視覚情報
と体感情報の不一致による乗り物酔いよりも情報提示として用いた振動モータによる振動によ
って誘発されると考えられる．そのため，自動運転車両の運動制御を振動で事前に告知する際に
は，搭乗者の乗り物酔いにつながる影響を考える必要があると考えられる． 
今後の課題として振動方法の違いによる影響の検証がある．そして，本研究の実験参加者は若
年層男性が占めているため，年齢差や性差などの影響については更なる検証が必要となると考
えられる． 
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